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●人のうごき（４月１日現在）
9,430人（－53）
男4,710人（－36）　女4,720人（－17）
出生2人　死亡4人　転入33人　転出84人
3,616世帯（－6）（　）内は前月比

目　次 02
03
08

民生委員制度創設１００周年
第２期地域福祉計画策定
「ふるさと納税」お礼の品追加募集

●うじたわら春の学校「巨大シャボン玉」　４月２日（日）
　茶ッピー未来基金（＝谷口諒代表）が開催する春の学校の一環として、奥山田ふれあ
い交流館でシャボン玉作りが行われました。当日は、子どもたちが自分たちで作った
道具を使い巨大なシャボン玉作りに挑戦し、グラウンドを走り回りました。
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

住
民
の
立
場
か
ら
安
心
安
全
な

生
活
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
、
身
近
な
相
談
員
で
す
。
民

生
委
員
制
度
は
、
平
成
29
年
に

創
設
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま

す
。

　
宇
治
田
原
町
内
で
は
、
主
任

児
童
委
員
を
含
む
27
人
が
地
域

福
祉
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

　
５
月
12
日
（
金
）
か
ら
の
一

週
間
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
活
動
強
化
月
間
で
す
。

　
こ
の
期
間
中
、
担
当
地
域
に

お
い
て
個
別
に
訪
問
す
る
な

ど
、活
動
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

　
宇
治
田
原
町
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
協
議
会
の
独
自
の
活

動
で
あ
る
救
急
医
療
情
報
キ
ッ

ト
『
う
じ
た
わ
ら
安
心
の
ボ
ト

ル
』。
急
病
や
災
害
時
の
備
え

と
し
て
、
希
望
者
に
配
布
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、「
か
か
り
つ
け
医

療
機
関
」「
持
病
」「
緊
急
連
絡

先
」
な
ど
、
医
療
活
動
に
必
要

な
情
報
を
記
入
し
た
用
紙
を
専

用
の
ボ
ト
ル
に
入
れ
、
冷
蔵
庫

に
保
管
し
て
お
く
も
の
で
、
緊

急
の
際
に
駆
け
つ
け
た
救
急
隊

員
等
が
活
用
し
ま
す
。

　
万
一
の
と
き
に
備
え
て
、
安

心
の
ボ
ト
ル
を
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。・

福
祉
課
（
☎
８
８
‐
６

６
３
５
・
℻
  ８
８
‐
３
２
３
１
）

あなたの身近な相談員
民生委員制度創設100周年

５
月
12
日
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

お問合せはお近くのJA窓口又は渉外担当者へ

宇治田原町支店（0774）88－2034

基本目標 取組の方向

　
町
で
は
、住
民
や
関
係
機
関
、

行
政
等
が
地
域
福
祉
を
担
っ
て

い
く
方
策
を
定
め
た
、
第
２
期

と
な
る
宇
治
田
原
町
地
域
福
祉

計
画
（
計
画
期
間
＝
平
成
29
〜

33
年
度
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
計
画
で
は
、
平
成
37
年
（
２

０
２
５
年
）
に
５
人
に
１
人
が

75
歳
に
到
達
す
る
「
２
０
２
５

年
問
題
」
や
貧
困
問
題
な
ど
、

地
域
福
祉
を
め
ぐ
る
今
日
的
・

将
来
的
な
課
題
な
ど
を
踏
ま

え
、
地
域
住
民
と
行
政
、
地
域

福
祉
を
担
う
関
係
団
体
等
が
よ

り
一
層
連
携
・
協
働
す
る
、
地

絆
を
育
み
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
へ

　
　
　
　
◉「
第
２
期
地
域
福
祉
計
画
」策
定

域
福
祉
の
し
く
み
づ
く
り
を
実

現
す
る
た
め
の
取
組
み
を
定
め

て
い
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
住
民
が
お
互
い

の
個
性
を
尊
重
し
あ
い
な
が

ら
、
住
み
慣
れ
た
地
域
の
様
々

な
福
祉
課
題
に
つ
い
て
、住
民
・

行
政
等
が
協
力
・
連
携
し
て
解

決
す
る
し
く
み
づ
く
り
を
め
ざ

し
取
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
今
期
計
画
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
基
本
理
念
を
継
承
し
、
住
民

す
べ
て
が
主
役
と
な
り
、「
地

域
住
民
み
ん
な
が
つ
な
が
り
、

育
み
、
つ
く
る
」
と
い
う
視
点

を
踏
ま
え
、
本
町
が
め
ざ
す
ま

ち
の
す
が
た
の
実
現
に
向
け
て

関
連
施
策
の
展
開
を
図
り
ま
す
。

　
計
画
書
は
、
福
祉
課
窓
口
や

町
Ｈ
Ｐ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

福
祉
課
（
☎
８
８
‐
６
６
３

５
）

みんなの絆を育み 次代に伝える 「福祉のまち」 宇治田原
－「自立と支えあい・助けあい」のしくみづくり－

ふれあい、支えあい
の絆づくり

情報提供と相談体制
のしくみづくり

地域福祉を支える
人づくり

安心・安全に暮らせ
る福祉サービス・環
境づくり

１  住民どうしの交流と身近な地
域での福祉活動の促進

２  地域の見守り・支えあいのネッ
トワークの推進

１  情報提供・総合相談支援体制
の充実

２  社会福祉協議会・民生児童委
員との連携と支援

１  地域福祉の担い手の確保・育
成

２  ボランティア・社会貢献活動
を促進するための環境の充実

３ 多様性を認めあう意識の向上

１  保健・福祉サービスの充実と
支援をつなぐ連携の強化

２ 日常生活の自立支援の充実

３ 安心・安全な生活環境の充実

基 本 理 念

１

３

２

４

 Health insurance
介護医療課☎88－6610

国保・後期
老人医療

受
診
機
関
　
▼
京
都
第
一
赤
十

字
病
院
▼
京
都
岡
本
記
念
病
院

▼
田
辺
中
央
病
院
▼
宇
治
徳
洲

会
病
院
▼
宇
治
武
田
病
院

【
国
民
健
康
保
険
】

対
象
　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方

・
本
町
の
国
民
健
康
保
険
に
、

継
続
し
て
１
年
以
上
加
入

・
入
院
又
は
妊
娠
し
て
い
な
い

35
〜
74
歳
の
方

・
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が

な
い
世
帯

注
意

・
受
診
回
数
は
同
一
年
度
に
１

回
・
補
助
対
象
期
間
は
12
月
末
ま

で
の
受
診
分

・
人
間
ド
ッ
ク
申
込
者
に
は
、

特
定
健
診
の
受
診
案
内
を
行

い
ま
せ
ん
。

【
後
期
高
齢
者
】

対
象
　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

人
間
ド
ッ
ク
等
の
助
成
（
自
己

負
担
額
３
割
で
受
診
可
能
）

る
方

・
本
町
に
継
続
し
て
１
年
以
上

居
住
し
て
い
る
方

・
入
院
し
て
い
な
い
方

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

滞
納
が
な
い
世
帯
の
方

注
意
　
人
間
ド
ッ
ク
申
込
者
は
、

７
月
か
ら
の
後
期
高
齢
者
健
康

診
査
を
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

奥　村　満　子
（郷之口）

安　井　正　美
（湯屋谷）

❶　 窓口に備付けの申込書を提出（印鑑と保険証持参）
　・申込締切
　　【国保】５月31日（水）
　　【後期】平成30年３月30日（金）

❷　 希望する医療機関に連絡し、期間で受診日を決め
る

　・受診期限
　　【国保加入者】12月31日（日）
　　【後期高齢者】平成30年３月31日（土）

❸　 介護医療課に受診日と医療機関を電話で連絡

❹　町から利用券を郵送交付

❺　 利用券、保険証、費用を持って医療機関で受診

申込みの方法と締切

　
こ
の
た
び
、
平
成
29
年
度
の
ひ

と
り
親
家
庭
福
祉
推
進
員
が
京
都

府
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
推
進
員
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

人
た
ち
に
対
し
て
の
生
活
上
、
経

よろしくお願いします
ひとり親家庭福祉推進員

済
上
の
問
題
や
、
ひ
と
り
親
家
庭
福

祉
対
策
に
つ
い
て
の
相
談
・
指
導
に

あ
た
り
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

健康児童課　☎88―6636

※敬称略



　
町
で
は
、
平
成
32
年
度
の
完

成
を
目
標
に
新
庁
舎
建
設
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
新

庁
舎
建
設
に
関
す
る
質
問
に
つ

い
て
お
答
え
し
ま
す
。

Ｑ
な
ぜ
新
庁
舎
を
建
設
す
る

の
で
す
か
？

　
現
庁
舎
は
昭
和
34
年
11
月
に

建
設
さ
れ
、
本
年
、
58
年
を
迎

え
ま
す
。
平
成
17
年
度
に
実
施

し
た
耐
震
診
断
で
著
し
く
耐
震

性
に
劣
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
庁
舎
は
危
機
管
理
機
能
を

備
え
た
防
災
の
拠
点
で
あ
り
、

災
害
発
生
時
に
い
ち
早
く
復

旧
、
復
興
を
図
る
拠
点
と
し
て

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。 新

庁
舎
建
設
事
業
に
向
け
て

　
新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

観
光
や
交
流
活
性
化
に

　
　
　
　取
組
む
団
体
を
応
援

VOL.2

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
課
（
☎
８
８
‐
６
６
１
６
）

・

産
業
観
光
課
（
☎
８
８
‐
６
６
３
８
）

　
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
災

害
発
生
時
に
そ
の
役
割
を
十
分

に
果
た
せ
な
い
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
事
務
量
の
増
加

に
よ
り
、
庁
舎
の
狭
あ
い
化
が

進
み
ス
ペ
ー
ス
に
余
裕
が
な

く
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
対
応

も
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
、

耐
震
性
能
な
ど
万
全
な
危
機
管

理
機
能
を
備
え
る
と
と
も
に
、

機
能
的
で
十
分
な
各
種
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
及
び
バ
リ
ア
フ
リ
ー

等
に
配
慮
し
た
新
庁
舎
の
整
備

が
必
要
で
す
。

Ｑ
現
庁
舎
の
耐
震
改
修
を
行

う
こ
と
で
、
新
庁
舎
は
必

要
な
い
の
で
は
？

　
現
庁
舎
の
敷
地
は
田
原

川
沿
い
に
位
置
し
て
お

り
、
平
成
22
年
９
月
の
東

海
豪
雨
相
当
の
降
雨
（
１

時
間
当
た
り
の
雨
量
95

㎜
、
48
時
間
当
た
り
の
雨

量
５
１
２
．
７
㎜
）
に
よ

る
浸
水
想
定
50
㎝
未
満
の

区
域
に
あ
り
ま
す
。
従
い

ま
し
て
、
局
地
的
な
集
中

豪
雨
に
よ
る
被
害
が
出
る

可
能
性
が
あ
り
、
災
害
対

策
活
動
拠
点
と
し
て
の
機

能
が
確
保
で
き
な
い
状
況

に
陥
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
今
後
ま
す

ま
す
多
様
化
す
る
行
政

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら
に
向
上

さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
耐
震
改
修
工
事
を

す
る
の
で
は
な
く
新
庁
舎
を
建

設
す
べ
き
と
判
断
し
ま
し
た
。

Ｑ
な
ぜ
、
建
設
予
定
地
を
町

道
南
北
線
の
延
伸
と
宇
治

田
原
山
手
線
の
交
差
点
に
面
す

る
敷
地
と
し
た
の
で
す
か
？

　
平
成
27
年
９
月
に
策
定
し
た

「
宇
治
田
原
町
新
庁
舎
建
設
基

本
構
想
」
内
で
建
設
位
置
は
国

道
３
０
７
号
沿
い
、
ま
た
は
宇

治
田
原
山
手
線
に
近
い
新
都
市

創
造
ゾ
ー
ン
周
辺
が
望
ま
し
い

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
議
会

か
ら
は
「
立
地
条
件
に
つ
い
て

は
危
険
個
所
と
さ
れ
た
場
所
を

避
け
、
住
民
の
利
便
性
と
山
手

線
の
有
効
活
用
を
考
え
る
べ

き
」と
の
提
言
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
平
成
28
年
３
月
に

策
定
し
た
第
５
次
ま
ち
づ
く
り

総
合
計
画
内
で
土
地
利
用
の
形

成
方
針
と
し
て
「
シ
ビ
ッ
ク
交

流
拠
点(

庁
舎
位
置)
」
を
位

置
付
け
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
に
基
づ
き
４
つ
の
候

補
地
を
抽
出
し
、
比
較
検
討
を

行
い
、
次
の
理
由
か
ら
、
町
道

南
北
線
の
延
伸
と
宇
治
田
原
山

手
線
の
交
差
点
に
面
す
る
敷
地

（
現
在
は
砂
利
採
取
跡
地
復
旧

地
）
と
し
ま
し
た
。

①
浸
水
想
定
区
域
又
は
土
砂
災

害
警
戒
区
域
で
な
い
こ
と

②
土
地
取
得
や
補
償
費
が
低
く

抑
え
ら
れ
る
こ
と

③
中
核
的
な
総
合
公
園
の
整
備

を
進
め
る
に
あ
た
り
一
連
の
土

地
を
確
保
で
き
る
こ
と

④
宇
治
田
原
山
手
線
の
供
用
に

よ
り
新
都
市
創
造
ゾ
ー
ン
に
お

け
る
新
市
街
地
形
成
の
呼
び
水

と
な
る
こ
と

↑建築されて58年を迎える現庁舎（荒木西出）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は
、
国
民

一
人
ひ
と
り
が
持
つ
12
桁
の
番

号
の
こ
と
で
す
。
生
涯
使
う
も

の
で
あ
り
、番
号
が
漏
え
い
し
、

不
正
に
使
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
を
除
き
、
変
更
さ
れ
ま

せ
ん
。

　
各
種
保
険
や
税
の
手
続
き
、

児
童
手
当
等
の
福
祉
給
付
な
ど

で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
た
申
請

書
を
、
町
が
受
け
付
け
る
際
に

は
、
不
正
申
請
を
防
ぐ
た
め
、

番
号
確
認
と
本
人
確
認
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
、
確
認
用
書

類
の
提
示
に
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

１人に１つ
マイナンバー

確
認
用
書
類
の
例

■
番
号
確
認
用
書
類

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
通
知
カ
ー
ド

・ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ

た
住
民
票
等

■
本
人
確
認
用
書
類

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
運
転
免
許
証

・
パ
ス
ポ
ー
ト
等

※ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、

１
枚
で
番
号
確
認
と
本
人
確

認
が
で
き
ま
す
。

企
画
財
政
課
（
☎
８
８
‐
６

６
３
２
）

　
通
知
カ
ー
ド
の
再
交
付
申
請

（
１
枚
５
０
０
円
）を
す
る
か
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

申
請
（
初
回
無
料
）
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
い
ず
れ
も
、
カ
ー
ド
交
付
ま

で
に
１
か
月
程
度
を
要
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は
？

通
知
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
ら

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
う
手
続

き

　
取
り
急
ぎ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

確
認
が
必
要
な
場
合
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
記
載
さ
れ
た
住
民

票
の
写
し
（
３
０
０
円
）
を
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
通
知
カ
ー
ド
の
再
交
付
申
請

【
必
要
な
も
の
】

・
本
人
確
認
書
類
（
原
本
）

・
手
数
料
（
５
０
０
円
）

・
代
理
申
請
の
場
合
は
、
本
人

の
委
任
状

※ 

住
民
票
が
同
じ
世
帯
の
方
で

も
、
代
理
で
申
請
す
る
場
合

は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

　
法
定
代
理
人
の
場
合
、
委
任

状
は
不
要
で
す
が
、
戸
籍
謄
本

等
、
資
格
を
証
明
す
る
書
類
が

必
要
で
す
。（
戸
籍
謄
本
は
、

本
籍
が
本
町
の
場
合
不
要
。）

　
ま
た
、
代
理
人
が
申
請
を
す

る
場
合
は
、
委
任
し
た
本
人
と

代
理
人
両
方
の
本
人
確
認
書
類

（
い
ず
れ
も
原
本
）が
必
要
で
す
。

税
住
民
課
（
☎
８
８
‐
６
６

３
３
）

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

　
新
た
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

開
発
や
資
源
発
掘
、
地
域
の
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
、
お
も
て
な
し

力
向
上
、
定
住
促
進
な
ど
、
観

光
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
み
に
係

る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

　
「
町
内
外
の
親
子
が
集
う
新

た
な
イ
ベ
ン
ト
を
始
め
た
い
」、

「
ツ
ア
ー
の
お
も
て
な
し
に
必

要
な
資
材
を
準
備
し
た
い
」、

「
ガ
イ
ド
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
み
ん

な
で
学
び
た
い
」
等
『
お
も
て

な
し
』
や
『
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
』

を
お
考
え
の
団
体
は
、
一
度
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

昨
年
度
の
取
組
み
事
例

　
海
外
か
ら
の
観
光
誘
客
を
図

る
た
め
、
農
家
民
宿
「
Ｍ
Ａ
Ｒ

Ｕ
―
Ｊ
Ｙ
Ｕ
」（
岩
山
地
内
）

を
営
む
団
体
が
、
外
国
人
向
け

茶
摘
み
体
験
イ
ベ
ン
ト
等
を
開

催
。
本
町
の
魅
力
を
、
交
流
を

と
お
し
て
発
信
さ
れ
ま
し
た
。

　
湯
屋
谷
地
域
で
は
、
伝
統
行

事
の
「
灯
燈
張
り
」
や
、
大
晦

日
に
永
谷
宗
円
生
家
で
行
わ
れ

る
「
手
も
み
茶
奉
納
」
に
、
手

作
り
の
行
灯
を
新
た
に
加
え
る

こ
と
に
よ
り
、
幻
想
的
な
雰
囲

気
を
演
出
。
ま
た
、「
老
中
（
お

い
な
）
ル
ミ
ナ
リ
エ
」
と
称
し

て
、老
中
自
治
会
館
を
中
心
に
、

住
民
有
志
ら
が
光
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
な
ど
、
光

や
灯
り
で
来
場
者
を
も
て
な
し

ま
し
た
。

　
今
年
は
「
お
茶
の
京
都
」
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
イ
ヤ
ー
。「
お
も

て
な
し
」
の
輪
を
、
さ
ら
に
広

げ
ま
す
。

（
上
）
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ
―
Ｊ
Ｙ
Ｕ
に
よ
る

イ
ベ
ン
ト
の
様
子
。
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー

ト
で
手
揉
み
体
験
（
左
）
宗
円
生

家
の
手
作
り
行
灯

　
町
内
で
は
道
路
沿
い
の
ゴ
ミ

宇
治
田
原
を
一
緒
に
き
れ
い

に
し
ま
せ
ん
か
？

除
去
な
ど
地
域
の
美
化
推
進
に

従
事
さ
れ
て
い
る
団
体
が
活
動

さ
れ
て
お
り
、
一
緒
に
活
動
す

る
仲
間
を
募
集
中
で
す
。

　
環
境
に
良
い
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
者

・
町
内
に
住
所
を
有
し
町
税
を

滞
納
し
て
お
ら
ず
、
平
成
28
年

10
月
１
日
以
降
、
自
ら
の
住
居

専
用
住
宅
に
太
陽
光
発
電
と
蓄

電
設
備
を
同
時
に
設
置
し
た
方

※ 

す
で
に
太
陽
光
発
電
が
設
置

さ
れ
て
い
る
家
屋
に
追
加
で

発
電
及
び
蓄
電
設
備
を
設
置

す
る
場
合
も
対
象
と
な
り
ま

す
。（
移
設
や
中
古
品
は
対

象
外
）

補
助
対
象
経
費

太
陽
光
発
電
と
蓄
電
設
備
の
設

置
に
係
る
費
用

補
助
金
額

・
太
陽
光
発
電
は
公
称
最
大
出

力
１
ｋ
ｗ
当
た
り
１
万
円
（
上

限
４
万
円
）

・
蓄
電
池
は
蓄
電
容
量
１
ｋ
ｗ

ｈ
あ
た
り
６
万
円
（
上
限
36
万

円
）

※ 

た
だ
し
、
設
置
費
用
の
１
／

２
ま
で

備
考
　
府
で
は
、
太
陽
光
設
備

等
の
設
置
に
対
す
る
「
ス
マ
ー

ト
・
エ
コ
ハ
ウ
ス
促
進
融
資
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
あ

わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
資
源
を
フ
ル
活
用
し
て
エ
コ

な
生
活
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

補
助
対
象

①
生
ご
み
処
理
機
や
コ
ン
ポ
ス

ト
容
器
な
ど

②
雨
水
タ
ン
ク

対
象
者
　
町
内
在
住
で
①
②
を

自
宅
に
設
置
す
る
方
（
①
＝
１

世
帯
２
基
ま
で
、
②
＝
１
世
帯

１
基
ま
で
）

補
助
金
額
　

①
購
入
金
額
の
１
／
２
（
上
限

２
万
円
）
②
購
入
金
額
の
３
／

４
（
上
限
３
万
円
）

申
請
方
法
　
申
請
書
に
購
入
店

の
領
収
書
や
写
真
を
添
え
て
提

出

クリーンエネルギーを活用して、エコに貢献

昨
年
度
補
助
金
を
利
用
し
て
設
置

さ
れ
た
（
左
）
雨
水
タ
ン
ク
（
下
）

生
ご
み
処
理
容
器
※
一
例

生
ご
み
処
理
容
器
、
雨
水
タ

ン
ク
購
入
を
補
助

住
宅
へ
の
太
陽
光
発
電
・
蓄

電
池
設
置
を
補
助

建設環境課☎88－6639

５
月
１
日
か
ら

夏
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
タ
ー
ト

　
町
の
施
設
で
は
、
エ
コ
職
場

活
動
を
推
進
し
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
地
球
温
暖
化
防
止

な
ど
を
図
る
た
め
、
５
月
１
日

か
ら
10
月
末
ま
で
「
夏
の
エ
コ

ス
タ
イ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
施
設
の
適
正
冷
房
に
努
め
、

職
員
が
暑
さ
を
し
の
ぎ
や
す
い

ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
、
ノ
ー
上
着
な

ど
の
軽
装
（
ク
ー
ル
ビ
ズ
）
を

励
行
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
ま
た
、
家
庭
や
事
業
所
で
も

ぜ
ひ
実
践
し
て
く
だ
さ
い
。

職
員
が
軽
装
で
業
務
を
行
い
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

美化ボランティア団体

団　　体　　名 主　な　活　動　場　所 主　な　活　動　日

竹ぼうき会 郷之口（国道沿い）、維中前公園 毎月第１木曜日

花いっぱいさあくる 国道銘城台交差点花壇 毎日の水やりや手入れ

環境を守る会 南・郷之口（国道・府道沿い） 毎月第４日曜日

南友花グループ 南（府道沿いの花壇） 毎月５日・２０日

切林を美しくする会 南（切林地域） 毎月第１日曜日

山下ボランティアサークル 岩山（維中前～長山の国道沿いなど） 毎月第２日曜日

岩山美化ボランティアサークル 旧国道、岩山バイパス沿い 毎月第３月曜日

クリーン禅定寺 岩山～禅定寺（府道沿いなど） 年間８回程度

緑苑坂環境グループ 緑苑坂 第１～４火曜日

善意の会ボランティア 奥山田（国道沿い） 第３日曜日

　
町
や
教
育
委
員
会
、
住
民
グ

ル
ー
プ
等
が
実
施
す
る
教
室
・

講
座
の
指
導
や
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

し
ま
す
。

登
録
資
格
　
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
に
意
欲
と
情
熱
を
持
ち
、
自

ら
が
有
す
る
知
識
や
技
能
を
広

く
住
民
活
動
に
活
か
す
こ
と
を

・ 社会教育課☎８８－５８５０

希
望
し
、
営
利
、
宗
教
、
政
治

活
動
を
目
的
と
し
な
い
個
人
及

び
グ
ル
ー
プ
団
体

登
録
形
態
　
講
師
と
活
動
サ

ポ
ー
タ
ー

備
考
　
登
録
台
帳
に
つ
い
て
は

教
育
委
員
会
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

登録内容
分　　野 内　　　　容                                                      

健康づくり 健康体操、食育、健康教育等                                

福 　 祉 育児支援、障がい者支援、高齢者支援等                      

趣 　 味
茶道、音楽、書道、着付け、洋裁、和裁、絵画、
短歌、俳句、盆栽等 

娯 　 楽 遊び伝授、奇術・マジック、ダンス等                        

特 　 技 日曜大工、パソコン、木工等                                

野 外 活 動
各種スポーツ、キャンプ、釣り、山菜・キノコ採
り、森林探索等 

ものづくり 茶づくり、野菜づくり、花づくり等                          

環 境 学 習 環境保護、水生植物、野生動植物等                          

町に伝わる
伝承、技能

郷土史、郷土料理、歴史文化、民話、茶香服、し
め縄づくり、  昔あそび、歌等                                            

そ の 他 上記以外のもの

まちの名人を探しています

～あんな人、こんな人～～あんな人、こんな人～



子育て支援
センター事業

5月

親子で一緒にあそんだり、育児の情報交換の場「地域子育て支援センター」
お気軽にお越しください。
開設日時▶平日午前９：30～午後４：30
子育てに関する相談も受け付けています。子育て通信

　対 象 者
 ・ネンネ広場
　妊婦さんから７ヶ月くらいまでの親子

 ・ヨチヨチ広場
　８ヶ月から１才半くらいまでの親子

 ・妊婦さん広場　妊婦さん及び今後出産を希望される方

健康のお便り
Health　center 今月の

保健・予防案内
乳児健康診査　［対象］生後３～５か月
　12日㊎　午後０時50分～１時30分受付
一般・乳幼児健康相談　 　［対象］全年齢
　17日㊌　午前９時30分～11時30分
幼児健康診査　［対象］生後１歳６か月～９か月
　23日㊋　午後０時50分～１時30分受付
乳幼児身体計測　 　［対象］小学校就学前まで
　12日㊎、23日㊋　午後２時30分～３時

　　　　　　　いずれも保健センター
　　　　　　　 ＝要予約

　五月は春の生活環境の変化の疲れが出やすく、五月病といわれる心の不調が出やすい時期
です。五月病は正式な名称ではなく、医学的な診断名としては「適応障害」あるいは「うつ
病」などと呼ばれます。主な症状としては、眠れない、食欲がない、やる気がでないなどが
挙げられます。

今月の
元気はつらつ！若返り塾

･ 在宅介護支援センター ☎88－5784

･ 保健センター ☎88－6636

場　　　所 日 時間
おやじエクササイズ
（総合文化センター） 12日㊎、26日㊎ 午前

高 尾 公 民 館 25日㊍ 午後
郷 之 口 会 館 11日㊍ 午後
銘 城 台 自 治 会 館 31日㊌ 午前
荒木（やすらぎ荘） 19日㊎ 午後
南 公 民 館 18日㊍ 午後
岩 山 会 館 19日㊎ 午前
緑 苑 坂 自 治 会 館 23日㊋ 午前
禅 定 寺 会 館 17日㊌ 午前
立 川 公 民 館 23日㊋ 午後
湯 屋 谷 会 館 16日㊋ 午前
奥 山 田 会 館 16日㊋ 午後
※午前＝午前10時～正午、午後＝午後２時～４時

日 月 火 水 木 金 土

日付 1 2 3 4 5 6

事業名

時間
場所

内容

7 8 9 10 11 12 13

あそびの広場
10:00～11:30
子育て支援センター

わらべうた

ヨチヨチ広場
10:00～11:30
子育て支援センター

手形・足形

おでかけ広場
10:00～正午
南公民館

散歩

14 15 16 17 18 19 20

ネンネ広場
10:00～11:30
子育て支援センター

手形・足形

工作広場
10:00～正午
子育て支援センター

プレゼント作り

おでかけ広場
10:00～正午
みんなの家

よもぎ団子作り

パパの子育て
応援事業
10:00～正午
保育所ホール

ミニ運動会

21 22 23 24 25 26 27

おでかけ広場
10:00～正午
奥山田会館

散歩

妊婦さん広場
10:00～11:30
子育て支援センター

交流会

28 29 30 31

子育て講座
10:00～正午
子育て支援センター

講演会

子育て講座
10:00～正午
総合文化センター

健康体操

いきいき
孫育て事業
10:00～正午
子育て支援センター
沐浴指導
妊婦体操

地域子育て支
援センター

☎８８－６６２
２・FAX８８

－６６４６

場所

臨床心理士による
子育て相談（要予約）
8日（月）午後１:00～３:00
子育て支援センター　

「みんなの家」開放
開放日はみんなの家に掲示
午前10：00～午後３：00
子どもとあそんだりおしゃべりに
利用しましょう！

子育てサービス利用支援窓口
平日午前8：30～午後５：15
月曜日～金曜日のうち週4日

授乳育児相談（要予約）
24日（水）午前10：00～正午
子育て支援センター

五月病にならないために

①自分の心のクセに気付く
　常に「～すべき」と考えている、「完璧
でないといけない」等の考えは、自分を追
いつめているかもしれません。自分の心の
クセを知り、バランスの良い考え方を目指
しましょう。
　自分の気持ちを知るためには、何かに書
き出したり、人に相談してみるのも効果的
です。

②栄養バランスのとれた食事を心がけ
る
　「主食・副菜・主菜」を組み合わせるよ
う意識してください。不規則な食生活や
偏った食事内容は脳内の栄養不足を招き、
感情をコントロールする神経伝達物質が不
足します。

③質の良い睡眠をとる
　睡眠は疲労回復に重要な役割を果たしま
す。睡眠の質を上げるためには、「起床・
就寝の生活リズムを整え、出来るだけ、夕
食は寝る2時間前までに、入浴は1時間前
までに済ませ、寝る前にテレビやパソコン・
携帯電話を見ない」などの生活習慣を身に
付けましょう。

母子手帳の交付・妊婦健康診査費用の
助成申請の窓口が変わりました！

　これまでは保健センターで母子手帳の交付や妊婦
健康診査費用の助成を行っていましたが、今年４月
からは子育て支援センターが窓口になります。それ
に伴い、マタニティに関する相談や授乳育児相談も
子育て支援センターでお受けいただけますので、お
気軽にご相談ください！

お知らせ

保健センター ☎88－6636

子育てサークル活動日
ママ’sアクション　　9日（火）・23（火）10：30～みんなの家
たんぽっぽサークル　15日（月）　10：00～住民体育館
わらべうたサークル　9日（火）　10：30～

五月病になんか負けない

・あそびの広場
　１才半から就学までの親子

 ・おでかけ広場
　妊婦さんから就学までの親子及び

　子育て支援に関心のある方

暮らしの
情報

I N FO RMAT I ON

＝問合せ先　 ＝申込先

5月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

お
知
ら
せ

対
象

　
60
歳
以
上
の
町
内
在
住

者入
学
金

　
年
間
５
０
０
円

申
込

　
申
込
書
に
入
学
金
を
添

え
て
地
域
委
員
に
提
出

※ 

初
め
て
の
受
講
者
は
地
域
委

員
ま
た
は
、
社
会
教
育
課
ま

で
申
込
期
限

　
５
月
12
日
（
金
）

・

社
会
教
育
課
（
☎
８
８

‐
５
８
５
０
）

平
成
29
年
度

こ
と
ぶ
き
大
学
受
講
者
募
集

募

集

　
学
校
給
食
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

連
携
し
て
子
ど
も
の
食
育
を
進

め
る
た
め
試
食
会
を
開
催

　
当
日
は
、
お
茶
を
使
っ
た

「
茶
ッ
ピ
ー
ラ
ン
チ
の
日
」で
す
。

日
時

　
５
月
29
日
（
月
）
午
後

０
時
30
分
〜
１
時
30
分

献
立

　
新
茶
の
ご
飯
、
茶
の
葉

ふ
り
か
け
、
五
目
煮
豆
、
す
ま

し
汁
、
牛
乳

　

場
所

　
学
校
給
食
共
同
調
理
場

二
階
会
議
室
（
緑
苑
坂
）

対
象

　
町
内
在
住
者

定
員

　
先
着
10
名

試
食
代

　
２
７
０
円

申
込
期
限

　
５
月
19
日
（
金
）

・

学
校
給
食
共
同
調
理
場

（
☎
８
８
‐
２
２
５
５
）

学
校
給
食
「
茶
ッ
ピ
ー
ラ
ン

チ
」
試
食
会

マスコット「茶ッピー」

　
放
課
後
の
子
ど
も
の
安
心
・

安
全
な
居
場
所
づ
く
り
と
し

て
、「
放
課
後
子
ど
も
教
室
（
ま

な
び
茶
ろ
ん
）」
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

開
催
日
時

　
毎
週
水
曜
日
（
長

期
休
業
日
除
く
）
午
後
２
時
30

分
〜
４
時
ま
で

対
象

　
参
加
登
録
児
童

活
動
場
所

　
田
原
小
学
校
・
宇

治
田
原
小
学
校

材
料
費

　
年
間
３
０
０
円

保
険
代

　
年
間
８
０
０
円
（
元

気
っ
子
入
所
児
童
は
不
要
）

申
込

　
申
込
書
に
材
料
費
及
び

保
険
代
を
添
付
し
窓
口
へ
提
出

※ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
も

同
時
募
集

申
込
期
限

　
５
月
19
日
（
金
）

放
課
後
子
ど
も
教
室
「
ま
な

び
茶
ろ
ん
」
参
加
者
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集

・

社
会
教
育
課
（
☎
８
８

‐
５
８
５
０
）

↑昨年度の様子。講師を招いて煎茶体験

　
町
の
行
政
改
革
の
指
針
で
あ

る
「
第
５
次
行
政
改
革
大
綱
」

と
「
同
実
施
計
画
」
の
計
画
期

間
が
今
年
度
で
終
了
し
ま
す
。

次
期
大
綱
等
の
策
定
に
あ
た

り
、「
行
政
改
革
懇
談
会
」
の

公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

　
18
歳
以
上
の
町
内
在

住
・
在
勤
者
（
４
月
１
日
現
在

の
年
齢
。
高
校
生
は
除
く
）

募
集
人
数

　
１
名
（
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

申
込

　
①
住
所
②
氏
名
③
生
年

月
日
④
電
話
番
号
⑤
職
業
⑥
町

外
在
住
者
は
勤
務
先
⑦
志
望
理

由
（
２
０
０
字
程
度
）
を
記
入

し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
、
メ
ー
ル

ま
た
は
持
参
で
提
出
。
様
式
不

問応
募
期
限

　
５
月
24
日
（
水
）

※
当
日
消
印
有
効

会
議
の
回
数

　
６
月
下
旬
〜
翌

年
３
月
の
間
に
４
回
程
度

委
員
会
の
構
成

　
有
識
者
と
公

募
を
含
め
た
10
名
以
内

・

企
画
財
政
課
（
☎
８
８

行
政
改
革
懇
談
会
の
委
員
募
集

‐
６
６
３
２
・
℻
  ８
８
‐
３
２

３
１
・
Ｅ
メ
ー
ル

kikakuseisaku@
tow

n.
ujitaw

ara.lg.jp

）

　
６
月
に
開
催
す
る
グ
リ
ー
ン

ラ
イ
フ
カ
レ
ッ
ジ
開
講
式
の
出

展
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

　
町
内
在
住
・
在
勤
者

申
込
み

　
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
提
出

申
込
期
限

　
５
月
19
日
（
金
）

展
示
日
程

　
６
月
10
日
（
土
）

▼
作
品
展
示

　

書
道
、
絵
画
、
写
真
、
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
そ
の

他
の
展
示

・

社
会
教
育
課
（
☎
８
８

‐
５
８
５
０
）

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
カ
レ
ッ
ジ

開
講
式
の
出
展
作
品
募
集

　
第
42
回
町
茶
品
評
会
を
６
月

23
日
（
金
）、
京
都
や
ま
し
ろ

農
業
協
同
組
合
宇
治
田
原
町
支

店
で
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
の
全
国
茶
品
評
会
は
長

崎
県
で
、
関
西
茶
品
評
会
は
愛

知
県
で
開
か
れ
ま
す
。
両
品
評

会
で
の
上
位
入
賞
を
目
指
し
、

多
数
の
出
品
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
場
所

　
Ｊ
Ａ
宇
治
田
原
町

支
店

受
付
期
限

　
６
月
19
日
（
月
）

出
品
資
格

　
町
内
に
在
住
の
茶

業
を
営
む
生
産
者
・
団
体

部
門

　
▼
か
ぶ
せ
茶
の
部
▼
煎

茶
の
部
▼
玉
露
の
部
▼
て
ん
茶

の
部産

業
観
光
課
（
☎
８
８
‐
６

６
３
８
）
／

Ｊ
Ａ
宇
治
田
原

町
支
店（
☎
８
８
‐
４
３
１
９
）

全
国
・
関
西
茶
品
評
会
の

上
位
入
賞
を
目
指
し
て

出
品
茶
募
集

相

談

　
さ
ま
ざ
ま
な
家
庭
の
問
題
に

つ
い
て
、
専
門
の
相
談
支
援
員

が
、
あ
な
た
に
合
っ
た
生
活
の

立
て
直
し
を
支
援
。
家
族
の
中

の
課
題
を
見
つ
け
、
一
緒
に
計

画
を
作
成
し
、
継
続
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
ま
す
。

対
象

　
町
内
在
住
者

日
時

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
（
月
〜
金
曜
日
）

※
相
談
員
に
よ
る
訪
問
も
可

相
談
窓
口

　
山
城
北
保
健
所
綴

喜
分
室

・

山
城
北
保
健
所
綴
喜
分

室
（
☎
６
３
‐
５
７
４
５
）

く
ら
し
・
仕
事
・
お
金
の
こ

と
一
人
で
悩
ま
ず
お
電
話
を

日
時

　
〈
整
形
外
科
〉
５
月

10
・
17
・
24
・
31
日
（
水
）
午

後
２
時
〜
４
時
（
要
予
約
）

場
所

　
府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン

タ
ー
城
陽
相
談
室
（
城
陽
市
中

芦
原
）

内
容

　
補
装
具
、
リ
ハ
ビ
リ
、

施
設
利
用
に
関
す
る
相
談
な
ど

・

福
祉
課
（
☎
８
８
‐
６

６
３
５
・
℻
  ８
８
‐
３
２
３
１
）

身
体
障
が
い
者
相
談

　
町
で
は
年
２
回
、
弁
護
士
に

よ
る
無
料
法
律
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
困
り
ご
と
が
あ
る
方

は
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

日
時

　
５
月
17
日
（
水
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
（
要
予
約
）

場
所

　
役
場
１
階
会
議
室

定
員

　
先
着
５
名

相
談
時
間

　
１
人
30
分
程
度

・

税
住
民
課
（
☎
８
８
‐

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

６
６
３
４
）

　
５
月
上
旬
に
郵
送
さ
れ
る
納

税
通
知
書
に
よ
り
、
お
近
く
の

金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
、
ま
た
は
府
の
納
税
窓

口
で
ご
納
付
願
い
ま
す
。

山
城
広
域
振
興
局
税
務
室

（
☎
２
３
‐
５
４
０
０
）

自
動
車
税
の
納
付
は

５
月
３１
日
（
水
）
ま
で
に

　
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
方

に
、
通
常
郵
便
葉
書
（
一
人
に

つ
き
20
枚
）
を
日
本
郵
便
㈱
が

無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
お
近
く
の
郵
便
局
に
、
身
体

障
害
者
手
帳
又
は
療
育
手
帳
を

提
示
し
、
所
定
の
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く

青
い
鳥
郵
便
葉
書
の
無
料
配
布

だ
さ
い
。（
代
理
の
方
が
提
出

い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。）

対
象
者

　
①
重
度
の
身
体
障
が

い
者
（
１
級
又
は
２
級
の
方
）

②
重
度
の
知
的
障
が
い
者
（
療

育
手
帳
Ａ
の
方
）

受
付
期
限

　
７
月
11
日
（
火
）

福
祉
課
（
☎
８
８
‐
６
６
３

５
）

　
捕
獲
し
た
コ
イ
を
再
放
流
す

る
場
合
を
除
き
、
コ
イ
を
持
ち

出
し
、
他
の
水
域
に
放
流
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
コ
イ
を
他
の

水
域
に
放
流
す
る
場
合
は
、
コ

イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
の
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
に
よ
り
、
そ
の
コ
イ

群
が
陰
性
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

府
農
林
水
産
部
水
産
課
（
☎

０
７
５
‐
４
１
４
‐
４
９
９

６
）

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ま
ん
延
防
止

放
流
は
陰
性
を
確
認
後



Topics

町
内
の
成
長
企
業
を
応
援

平
成
29
年
度

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
事

業
（
年
間
予
定
）

～健康は歯から～ ●まずはお電話でご予約を●

△火曜　午前9:00～12:00・午後2:00～7:00

中川歯科医院
8

歯 は

8-5
ご　予　約

489銘城台10-5

診療時間 月

午前 9：30～12：30 ○

午後 3：00～8：00 ○

火

△

△

水

○

－ ○

○

木 金

○

○ －

○

土 日／祝

－

－

衛生士・助手
▶雇用形態
正社員・アルバイト
＊初心者・新卒の方
　大歓迎

急募

　
平
成
29
年
度
の
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
主
催
事
業
の
年
間
予
定

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
各
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は

決
定
次
第
、
町
民
の
窓
や
新
聞

折
込
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー（
☎

８
８
‐
５
８
５
１
）

平成29年度宇治田原町総合文化センター「さざんかホール」主催事業予定

ジャンル タイトル（仮称） 出演者 開催日

講 演 会 林　 修　 講 演 会 林　　　修 7月8日（土）

映 画 さ ざ ん か シ ネ マ - 7月29日（土）

演 歌 市川由紀乃コンサート 市川由紀乃 10月21日（土）

ファミリーコンサート ケロポンズ
ファミリーコンサート ケロポンズ 平成30年

2月24日（土）

　
高
齢
者
の
方
の
生
き
が
い
づ

く
り
・
健
康
増
進
の
た
め
、「
高

齢
者
学
び
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
」

（
以
下
「
パ
ス
ポ
ー
ト
」）
を

発
行
し
て
い
ま
す
。

対
象

　
65
歳
以
上
の
町
内
在
住

者使
用
方
法

　
パ
ス
ポ
ー
ト
の
提

示
に
よ
り
、
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
さ
ざ
ん
か
ホ
ー
ル
主
催
事

業（
コ
ン
サ
ー
ト
等
）の
チ
ケ
ッ

ト
が
半
額
で
購
入
で
き
る
ほ

高
齢
者
学
び
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト

か
、
プ
ー
ル
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
使
用
に
は
、
事
前
に
講
習
会

の
受
講
要
）
な
ど
の
使
用
料
が

無
料
に
な
り
ま
す
。

申
請

　
パ
ス
ポ
ー
ト
発
行
に

は
、事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明

書
を
持
参
く
だ
さ
い
。

・

社
会
教
育
課
（
☎
８
８

‐
５
８
５
０
）

　
中
小
企
業
等
が
行
う
販
路
開

拓
に
伴
う
展
示
会
等
の
出
展
、

新
製
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
・
新
商

品
開
発
や
コ
ス
ト
削
減
、
生
産

設
備
の
増
設
な
ど
の
事
業
経
費

に
対
し
て
、
多
様
性
の
あ
る
成

長
企
業
を
支
援
し
ま
す
。

　
「
展
示
会
で
販
路
拡
大
を
図

る
」、「
新
製
品
を
開
発
」、「
生

産
設
備
を
増
設
し
経
営
改
善
」

な
ど
を
考
え
て
い
る
中
小
企
業

等
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象

　

・
中
小
企
業
法
に
規
定
す
る
中

小
企
業
又
は
小
規
模
企
業
者
で

町
税
を
課
税
さ
れ
、
完
納
し
て

い
る
者

・
町
内
に
本
店
も
し
く
は
支
店

が
あ
る
法
人
ま
た
は
町
内
に
在

住
す
る
個
人
事
業
者
で
、
町
内

で
１
年
以
上
営
業
し
て
い
る
者

制
度
内
容

　
①
販
路
開
拓
、
新

製
品
・
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス

開
発
支
援
事
業
：
展
示
会
出
展

経
費
、
新
製
品
・
新
サ
ー
ビ
ス

に
要
し
た
経
費
に
対
し
て
補
助

（
２
／
３
以
内
：
上
限
40
万
円
）

②
経
営
改
善
支
援
事
業
：
コ
ス

ト
削
減
、
高
性
能
機
械
導
入
等

の
経
営
改
善
事
業
に
要
し
た
経

費
に
対
し
て
補
助
（
１
／
２
以

内
：
上
限
20
万
円
。
町
外
事
業

者
よ
り
調
達
し
た
場
合
は
上
限

10
万
円
）

・

産
業
観
光
課
（
☎
８
８

‐
６
６
３
８
）

　
平
成
29
年
工
業
統
計
調
査
を

６
月
１
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

　
工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業

を
営
む
事
業
所
を
対
象
と
し

て
、
そ
の
活
動
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
調

査
し
ま
す
。

　
調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て

調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

　
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ

い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計

法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

企
画
財
政
課
（
☎
８
８
‐
６

６
３
２
）

製
造
事
業
所
の
皆
様

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　
府
で
は
、
公
募
と
地
域
・
市

町
村
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、
事

業
箇
所
を
決
め
る
府
民
参
加
型

の
新
し
い
公
共
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
府
が
管
理
す
る
道
路

や
河
川
、
建
物
等
で
、
住
民
の

皆
さ
ん
が
日
頃
か
ら
感
じ
て
い

る
身
近
な
改
善
箇
所
を
公
募
し

ま
す
。

対
象
施
設

　

❶
安
心
・
安
全
整
備
＝
府
が
管

理
す
る
道
路
や
河
川
、
建
物
等

❷
景
観
整
備
＝
府
が
管
理
す
る

道
路
や
河
川
、
府
立
学
校
、
交

通
関
係
の
施
設

対
象
工
事

　
身
近
な
安
心
・
安

全
に
つ
な
が
る
小
規
模
な
改
修

工
事
や
修
繕
工
事

身
近
な
改
善
箇
所
を
提
案
し

て
く
だ
さ
い

募
集
期
限

　
５
月
31
日
（
水
）

提
案
方
法

　
提
案
書
に
提
案
を

記
入
し
、
持
参
、
郵
送
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提
出
。
府
Ｈ
Ｐ
（
提

案
フ
ォ
ー
ム
）か
ら
も
提
出
可
。

提
案
書
は
各
受
付
窓
口
に
備
付

け
。
府
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
。
口
頭
に
よ
る
提
案
不
可

提
案
の
取
扱
い

　
提
案
は
工
事

担
当
課
で
「
審
査
基
準
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」に
基
づ
き
技
術
審
査
。

そ
れ
を
も
と
に
「
府
民
公
募
型

整
備
事
業
委
員
会
」
で
実
施
可

否
に
つ
い
て
審
査
。
事
業
委
員

会
は
各
振
興
局
等
で
随
時
開

催
。審
査
結
果
は
Ｈ
Ｐ
で
公
表
。

提
案
者
へ
は
結
果
通
知

・

道
路
、
河
川
等
に
関
す

る
提
案

　
山
城
北
土
木
事
務
所

（
☎
６
２
‐
０
５
４
７
／
℻
  ６

５
‐
２
６
４
９
）
信
号
機
等
に

関
す
る
提
案

　
田
辺
警
察
署

（
☎
６
３
‐
０
１
１
０
／
℻
  ０

７
５
‐
４
５
１
‐
０
０
２
４
・
）

全
般

　
府
建
設
交
通
部
指
導
検

査
課
（
☎
０
７
５
‐
４
１
４
‐

５
２
２
５
）

募
集
戸
数

　
一
戸
（
２
名
以
上

申
込
み
の
場
合
は
抽
選
）

所
在
地

　
南
岡
之
薮
148
第
12
号

間
取
り

　
３
Ｄ
Ｋ（
62
．
29
㎡
）、

駐
車
場

　
有
（
１
台
）

家
賃

　
宇
治
田
原
町
営
住
宅
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
、
同
施
行
規
則
の
規
定
に
よ

る
（
世
帯
の
所
得
で
異
な
る
）

受
付
期
間

　
５
月
１
日
（
月
）

〜
12
日
（
金
）

申
込
方
法

　
「
町
営
住
宅
入
居

申
込
書
」
に
必
要
書
類
を
添
え

て
持
参

町
営
住
宅
（
岡
之
薮
団
地
）

入
居
者
募
集

↑

　
本
町
で
は
、
平
成
28
年
度

か
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
本

町
に
寄
附
を
さ
れ
た
方
に
対

し
て
、
町
の
魅
力
や
地
元
産

業
を
更
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
の
「
ふ
る
さ
と
特
産
品
」

を
お
礼
の
品
と
し
て
贈
呈
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
、
特
産
品
の
更
な
る

充
実
を
図
る
た
め
、
協
力
事

業
者
を
追
加
募
集
し
ま
す
。

　
ま
た
、
公
募
に
伴
う
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
出

品
を
ご
検
討
の
方
は
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

公
募
期
間

　
５
月
１
日
（
月
）

〜
６
月
30
日
（
金
）

協
力
事
業
者
の
必
要
資
格

　
次
の
い
ず
れ
か
の
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る

事
業
者（
個
人
で
も
出
品
可
）

①
町
内
で
製
造
、
加
工
、
栽

培
等
を
し
て
い
る
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
②
町
の
Ｐ
Ｒ
に
つ

な
が
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

※
特
産
品
に
は
禁
止
物
品
等

も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
町
Ｈ
Ｐ
、
公
募
チ
ラ
シ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

チ
ラ
シ
配
布
箇
所

　
役
場
、
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
、
商
工
セ
ン
タ
ー
他
公

共
施
設

説
明
会
日
時

　
５
月
15
日（
月
）

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

説
明
会
会
場

　
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
３
階
研
修
室
１

企
画
財
政
課
（
☎
８
８
‐

６
６
３
２
）

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
お
礼
の
品
追
加
募
集

平成29年度の区・自治会長は次のみなさんです。（敬称略）

平成29年度区・自治会長名簿
高 尾 区 植　 村　 英　 夫
郷 之 口 区 宮　 脇　　　 浩
銘 城 台 自 治 会 松　 木　 三　 男
荒 木 区 谷　 口　 良　 三
南 区 中　 田　　　 実
岩 山 区 吉　 岡　 喜　 彦
緑 苑 坂 自 治 会 中　 野　 広　 明
禅 定 寺 区 藤　 田　 宗　 和
立 川 区 　 山　 五　 治
湯 屋 谷 区 谷　 村　 和　 男
奥 山 田 区 上　 辻　 宏　 和

お世話になります区長さん

総務課☎８８－６６３１

社協通信

◆司法書士相談…法律のことなら何でも
　奇数月の第3水曜日（要予約）
　５月17日、７月19日、９月20日、
　11月15日、平成30年１月17日、
　３月14日　午後１時半～４時まで
 
◆権利擁護相談…認知症・もの忘れのあ
る方、知的障害や精神障害のある方で、
福祉サービスを利用するための手続きや
日常的な金銭管理をするのがひとりでは
不安な方などの、困りごとや悩みについ
てのご相談を。 毎月第４水曜日　午後１
時～４時まで（要予約）

◆ボランティア相談…ボランティア活動
をしてみたい方、ボランティアを必要と
する方、情報を知りたい方など、ボラン

･ 総務課　☎88－6631

宇治田原の今を伝える情報紙

「町民の窓」

有料広告を
募集します

　
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、

税
住
民
課
か
ら
申
請
書
等
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

対
象
　
平
成
28
年
１
月
１
日
時

点
で
本
町
に
住
民
票
が
あ
り
、

臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対

策
分
）

「
人
間
を
救
う
の
は
、人
間
だ
」

（
ス
ロ
ー
ガ
ン
）

　
日
赤
は
自
然
災
害
や
紛
争
に

見
舞
わ
れ
た
地
域
の
救
護
活
動

を
始
め
、
救
急
法
等
の
講
習
の

開
催
、
輸
血
用
血
液
の
安
定
供

給
な
ど
、
人
道
的
使
命
を
果
た

赤
十
字
の
活
動
資
金
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
さ
わ
や
か
な
季
節
、
せ
っ
か

く
の
散
策
も
犬
の
フ
ン
や
ゴ
ミ

が
落
ち
て
い
る
と
台
無
し
で
す
。

　
町
で
は
、
清
潔
で
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
住
民
の

快
適
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る

た
め
「
宇
治
田
原
町
ま
ち
を
き

れ
い
に
す
る
条
例
」
を
平
成
19

年
よ
り
施
行
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
条
例
は
町
内
全
域
で
空

き
缶
等
の
ポ
イ
捨
て
、
飼
い
犬

等
の
フ
ン
放
置
及
び
落
書
き
行

日
時
　
６
月
25
日
（
日
）
午
後

２
時
開
演
（
午
後
１
時
開
場
）

場
所
　
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
　

メ
イ
ン
ホ
ー
ル
（
精
華
町
光
台

一
丁
目
７
番
地
）

備
考
　
詳
し
く
は
、
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

府
警
察
本
部
広
報
応
接
課

（
☎
０
７
５
‐
６
４
２
‐
５
９

７
２
）

京
都
府
警
察
音
楽
隊
演
奏
会

安心・安全の要
消防団新体制
　町消防団（団員定数＝309人）の
入退団式が４月１日（土）に開催さ
れました。退団者に西谷信夫町長か
ら感謝状と記念品を贈呈。新入団員
には今西晋作団長から辞令が交付さ
れました。

平成29年度役員（敬称略）

●本部
▶団長＝今西晋作▶副団長＝岩﨑智行・野村英治
▶分団長＝藤田真至・垣内英孝
▶副分団長＝木原昌宏・藤野太士・勝谷健士・森本真生

●第１分団
・第１部（南）▶部長＝大川敬剛▶副部長＝谷口重
　　　　　　　　　　　　　　　▶会計＝森口雅至
・第２部（立川）▶部長＝垣口敬尚▶副部長＝松本和晃
　　　　　　　　　　　　　　　　▶会計＝榎木大祐
・第３部（湯屋谷）▶部長＝浅田眞幸▶副部長＝辻井祐介
　　　　　　　　　　　　　　　　　▶会計＝永谷昌也
・第４部（奥山田）▶部長＝森井勝勧▶副部長＝森井一聡
　　　　　　　　　　　　　　　　　▶会計＝浅田武男
・第５部（銘城台）▶部長＝西尾光平▶副部長＝奥田義彦
　　　　　　　　　　　　　　　　　▶会計＝横田安俊
●第２分団
・第１部（郷之口）▶部長＝堀井賢一郎▶副部長＝内田侑作
　　　　　　　　　　　　　　　　　▶会計＝西村昌隆
・第２部（荒木・高尾）▶部長＝ 本孝明▶副部長＝光島宏樹
　　　　　　　　　　　　　　　　　▶会計＝奥田維洋
・第３部（岩山）▶部長＝堤賢治▶副部長＝細谷直己
　　　　　　　　　　　　　　　▶会計＝清水貴之
・第４部（禅定寺）▶部長＝木元英雄▶副部長＝ 谷有由
　　　　　　　　　　　　　　　　　▶会計＝奥村康孝
・第５部（緑苑坂）▶部長＝畑明宏▶副部長＝米田裕之
　　　　　　　　　　　　　　　　▶会計＝高垣雅彰

総務課（☎８８―６６３１）

消防団の代表に立って
４年目を迎える今西団長

ティアに関することなら何でも。随時受
け付けています。

　ご家庭で不要になったチャイルドシー
ト（新生児用やジュニアシートを含む）
をお持ちの方、チャ
イルドシートが必要
な方は社協へご連絡
ください。社協が両
者の方の仲介をさせ
ていただきます。現
在、チャイルドシー
トが不足しています。

･ 町社会福祉協議会　☎88－3294、
　　　　　　　　　　　　FAX88－4094

社協総合相談

　大好評！
　チャイルドシートリサイクル

←※ 

募
集
案
内
・
申
込
書
は
建
設

環
境
課
に
備
付
け
。
町
Ｈ
Ｐ

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

申
込
資
格
　
①
公
営
住
宅
法
で

定
め
る
入
居
収
入
基
準
以
下
で

あ
る
こ
と
②
現
在
同
居
ま
た
は

同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ

る
こ
と
③
住
宅
に
困
窮
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と

④
町
内
に
居
住
あ
る
い
は
職
場

を
有
す
る
こ
と
⑤
６
月
１
日

（
木
）
入
居
可
能
日
か
ら
10
日

以
内
に
入
居
で
き
る
こ
と

※ 

添
付
書
類
な
ど
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

建
設
環
境
課
（
☎
８
８
‐
６

６
３
７
）

平
成
28
年
度
の
住
民
税
（
均
等

割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方

※ 

課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

方
、
生
活
保
護
の
受
給
者
は

対
象
外

給
付
額
　
支
給
対
象
者
１
人
に

つ
き
、
１
万
５
千
円

申
請
期
限
　
７
月
21
日
（
金
）

・

福
祉
課
（
☎
８
８
‐
６

６
３
５
）

す
た
め
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
に
は
、
皆
さ

ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
く
活
動

資
金
が
必
要
で
す
。

　
赤
十
字
運
動
月
間
の
５
月

に
、
各
区
を
通
じ
て
資
金
を
募

集
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

福
祉
課
（
☎
８
８
‐
６
６
３

５
）

５月は赤十字運動月間
です。ご協力をよろし
くお願いします。（日
赤のマスコット・ハー
トラちゃん）

ま
ち
を
き
れ
い
に
。
ポ
イ
捨

て
禁
止
。
犬
の
フ
ン
は
持
ち

帰
ろ
う
。

為
を
禁
止
す
る
も
の
で
、
町
、

住
民
等
、
事
業
者
、
飼
い
主
の

責
務
の
ほ
か
、
違
反
者
に
対
す

る
罰
則
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
ポ
イ
捨
て
禁
止
看
板

の
設
置
や
広
報
紙
を
使
っ
て
、

環
境
美
化
に
対
す
る
マ
ナ
ー
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
住
民
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け

で
、
き
れ
い
な
ま
ち
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

建
設
環
境
課
（
☎
８
８
‐
６

６
３
９
）
　



　
町
で
は
、
高
齢
運
転
者
の
事

故
防
止
を
目
的
に
、
運
転
免
許

証
の
自
主
返
納
を
行
っ
た
方
へ

の
支
援
を
開
始
し
ま
す
。

対
象
　
本
町
に
住
所
が
あ
り
、

高
齢
に
伴
い
運
転
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
満
65
歳
以
上
の
方

で
、
有
効
期
限
内
に
全
て
の
運

転
免
許
を
自
主
返
納
さ
れ
た
方

（
平
成
29
年
３
月
31
日
以
前
に

自
主
返
納
さ
れ
た
方
、
期
限
満

了
で
免
許
が
失
効
し
た
方
は
対

象
外
）

内
容
　
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
カ
ー
ド
の

交
付
（
５
，
０
０
０
円
分
。
預

か
り
保
証
金
５
０
０
円
含
む
）

申
請
手
順

①
田
辺
警
察
署
で
自
主
返
納
の

手
続
き
を
行
う
。（
宇
治
田
原

町
交
番
で
手
続
き
さ
れ
る
場
合

は
、
事
前
に
予
約
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
田
辺
警
察
署
交

通
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
☎

６
３
‐
０
１
１
０
）

②
①
の
手
続
き
を
経
て
発
行
さ

れ
る
「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許

の
取
消
通
知
書
」
又
は
「
運
転

経
歴
証
明
書
」
の
コ
ピ
ー
を
添

付
の
う
え
所
定
の
申
請
書
を
町

に
提
出

そ
の
他

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
カ
ー
ド
の
交
付
は

１
人
１
回
限
り
で
す
。

・

総
務
課
（
☎
８
８
‐
６

６
３
１
）
　

今月のレシピ　「野菜たっぷり肉みそ」

（１人分） 　エネルギー  119kcal　蛋白質  8.9g　脂質  6.3g
　　　　　　カルシウム  14mg　塩分 0.9g

 今月の食改さん

大 加奈子さん
 第 4 班（立川）

　肉みそに入れる野
菜は残りものの野菜
で十分です。旬のタ
ケノコもオススメで
す。調味料を減らし、
からしをつけて食べ
てみてもよいです。

作り方

① 人参、しいたけ、なすは粗みじんにする。

② フライパンを熱し、ひき肉をほぐしなが
ら炒め、色が変われば、人参、しいたけ、
なすの順に加えて炒める。

③ 火が通ればＡを入れ２～３分炒める。

④ レタスなどに巻いていただく。

生しいたけは天日干しでビタミンＤの含有量が増えます。
骨粗しょう症予防、丈夫な歯の維持、高血圧予防など、
カルシウムの吸収に役立ちます。

材　料

豚ひき肉 ………… 200ｇ
人参 ……… 1/2本（75ｇ）
生しいたけ ………… ４枚
なす ………………… 80ｇ
Ａ　砂糖 … 大さじ1・1/2
　　味噌 ………… 大さじ１
　　しょう油 …… 大さじ１

（5人分）

食改の窓　No.194
熊本地震災害義援金

まちかどほっとナウ
Ujitawara  Town  Topics 

　４月には各地で入学式、入所式、入園式が行われました。
田原小学校（＝森下廣二校長）の入学式では、新一年生41
名が担任の先生から自分たちの名前を呼ばれると元気に「ハ
イッ」と返事しました。

　今年も満開の花を咲かせた宇治田原の桜。週末には、町内
外から多くのお花見客が訪れました。また、役場前の桜並木
は、夜間にはライトアップされ、昼間とはまた違い、幻想的
な雰囲気を醸し出しました。

　製茶の季節を迎えるにあたり、町消防団では、火の取扱い注
意と行楽期の安心安全を呼びかけるため、パレードを行いまし
た。また、当日は新入団員を対象とした基礎教育講習も行われ
消防団の技術向上が図られました。

　昨年4月14日に発生した熊本県熊本地方を震源とす
る最大震度7の地震により人的・物的に大きな被害が出
ました。この災害で被災された方を支援するため、町で
は町社会福祉協議会と連携し、継続して義援金を受け付
けています。
　寄せられた義援金は日本赤十字社を通じて被災地に届
けられます。
　皆さんの温かいご支援をよろしく
お願いします。
募金箱設置
　役場、総合文化センター、
　やすらぎ荘
募集期限
　平成30年３月30日（金）

ピカピカの一年生
一つ大きくなりました

今年も雄大
田原川沿いの桜並木

消防団防火パレード
火の取扱いに気を付けてください

4／23

↑

4／7

4／9

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
自
主

返
納
を
支
援

↑高齢に伴い運転に不安を感じ
　たら免許証の返還を

　
土
砂
の
崩
壊
等
に
よ
る
荒
廃

に
よ
り
災
害
の
原
因
と
な
る
お

危
険
な
立
木
や
間
伐
材
の
除

去
費
用
を
補
助

国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例

平
成
29
年
度
分
の
受
付
開
始

そ
れ
が
生
じ
る
こ
と
を
未
然
に

抑
止
す
る
た
め
の
立
木
の
除

去
、
土
砂
の
除
去
、
防
護
柵
を

設
置
す
る
事
業
ま
た
は
林
地
内

に
放
置
さ
れ
た
間
伐
材
や
危
険

木
の
撤
去
費
用
に
対
し
て
補
助

し
ま
す
。

事
業
主
体
　
森
林
所
有
者
等

補
助
率
　
対
象
経
費
の
１
／
２

以
内
（
上
限
１
０
０
万
円
）

・

産
業
観
光
課
（
☎
８
８

‐
６
６
３
８
）

　
平
成
29
年
４
月
〜
30
年
３
月

の
国
民
年
金
保
険
料
は
、１
６
，

４
９
０
円
で
す
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め

て
い
な
い
状
態
で
、
障
が
い
や

死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が

発
生
す
る
と
、
障
害
年
金
や
遺

族
年
金
を
受
給
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合

は
、
免
除
申
請
が
可
能
で
す
。

納
め
て
安
心
国
民
年
金

・

介
護
医
療
課
（
☎
８
８

‐
６
６
１
０
）、
京
都
南
年
金

事
務
所
（
☎
０
７
５
‐
６
４
４

‐
１
１
６
５
）

平
成
28
年
度
民
生
委
員
・
児
童
委
員

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　藤

　堂

　昌

　見
さ
ん

【
下
水
道
普
及
促
進
奨
励
金
】

　
住
宅
前
の
下
水
管
工
事
が
完

了
後
、
下
水
道
の
接
続
工
事
を

す
る
方
に
、
奨
励
金
２
万
円
を

下
水
道
接
続
の
奨
励
金
と

工
事
費
の
融
資
の
あ
っ
せ
ん

まだまだ復興には支援が必要です

総務課☎88－6631/ 社会福祉協議会☎88－3294

　
学
生
で
、
本
人
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
、
申
請
し
て

承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。（
２
年
１

か
月
前
の
保
険
料
か
ら
申
請

可
）

　
承
認
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基

礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必

要
な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す

が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
。

申
請
　
学
生
証
（
写
し
の
場
合

は
両
面
）
か
在
学
証
明
書
・
印

鑑
（
代
理
人
申
請
の
場
合
）
を

持
参

※ 

前
年
度
に
承
認
さ
れ
た
方

で
、
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ

れ
た
ハ
ガ
キ
（
申
請
書
）
を

返
送
し
た
方
は
手
続
き
不
要

・

介
護
医
療
課
（
☎
８
８

‐
６
６
１
０
）、
京
都
南
年
金

事
務
所
（
☎
０
７
５
‐
６
４
４

‐
１
１
６
５
）

お知らせ

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
を
用
い
た
救
急
蘇
生
法

大
切
な
人
命
を
救
う
た
め
に

普
通
救
命
講
習

の
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
程

　
▽
５
月
13
日
▽
６
月
10

日
▽
７
月
８
日
▽
８
月
12
日
▽

９
月
９
日
▽
10
月
14
日
▽
11
月

11
日
▽
12
月
９
日
▽
平
成
30
年

２
月
10
日
▽
３
月
10
日
※
い
ず

れ
も
土
曜
日
。
中
止
の
場
合
あ

り時
間

　
午
前
９
時
〜
正
午

場
所

　
宇
治
田
原
分
署

・

宇
治
田
原
分
署
（
☎
８

８
‐
５
５
０
０
）

←

町立図書館　☎88－5852

休館日
　2・9・16・23・30日（火曜日）
　1日（月・振替休館）
　8日（月・振替休館）
　10日（水・振替休館）
　25日（木・館内整理日）
おはなし会
　①13日（土）11：00～
　②27日（土）11：00～
「絵本のじかん」交流会
　25日（木）10：00～11：00

今月の予定

も
い
ち
ど
修
学
旅
行
を
し

て
み
た
い
と
思
っ
た
の
だ

北
尾

　ト
ロ

　著

　
修
学
旅
行
と
い
え
ば
、

大
人
の
方
に
と
っ
て
思
い

出
の
一
つ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。「
楽
し
か
っ

た
！
」な
ど
、一
人
ひ
と
り

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
を
お

持
ち
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
こ
の
本
は
、
著
者
が
懐

か
し
の
修
学
旅
行
を
も
う

一
度
旅
し
た
時
の
記
録
を

ま
と
め
た
も
の
で
す
。
有

名
な
旅
先
が
幾
つ
も
登
場

し
ま
す
の
で
、
思
い
出
の

場
所
が
き
っ
と
見
つ
か
る

の
で
は
。大
人
の
皆
さ
ん
、

二
回
目
の
修
学
旅
行
を
楽

し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。

●「絵本のじかん」交流会
日　時　5月25日（木・館内整理日） 
　　　　午前10時～
場　所　図書館内
　どなたでもご自由に参加できます。

～特集展示しています～　
● MOE 絵本屋さん大賞2016　絵本
専門店・書店の児童書担当が選んだ、
年間ベストランキング１位～ 30位の
絵本を展示・貸出しています。ぜひ、
手に取って読んでみてください。
※雑誌 MOE が全国の絵本専門店・書
店の児童書担当者にアンケートを実施
し、選ばれた年間ベストランキング。
　詳しくは図書館まで。

や
ま
と
あ
な

カ
イ
ル
・
ミ
ュ
ー
バ
ー
ン

　文

ヴ
ァ
サ
ン
テ
ィ
・
ア
ン
カ

　絵

　
山
と
穴
は
仲
良
し
で

す
。
と
て
も
幸
せ
な
毎
日

を
過
ご
し
て
い
る
け
れ

ど
、
時
々
山
は
穴
に
、
穴

は
山
に
あ
こ
が
れ
る
と
き

が
あ
り
ま
し
た
。あ
る
日
、

お
互
い
入
れ
替
わ
ろ
う
と

し
ま
す
。

　
友
だ
ち
ど
う
し
の
山
と

穴
は
入
れ
替
わ
っ
た
後
、

ど
ん
な
気
持
ち
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
幸
せ
に
な

れ
ま
し
た
か
。
続
き
を
ぜ

ひ
読
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。

講

座

ス
ポ
ー
ツ

交
付
し
て
い
ま
す
。

【
下
水
道
接
続
工
事
の
融
資

あ
っ
せ
ん
制
度
】

対
象
地
域
等

　
下
水
道
が
使
用

で
き
る
地
域
、
奥
山
田
・
高
尾

地
区
で
町
が
設
置
し
た
浄
化
槽

対
象
工
事

　
既
存
の
排
水
設
備

の
接
続
替
え
工
事

あ
っ
せ
ん
額

　
１
０
０
万
円
以

内返
済
方
法

　
48
か
月
以
内
の
元

利
均
等
月
賦
償
還

融
資
利
率

　
１
％

・

上
下
水
道
課
（
☎
８
８

‐
３
３
３
７
）

会員・チーム募集新
町スポーツ団体協議会では、ともに汗を流す仲間を
お待ちしています。入会のお問い合わせは各団体へ。

少年野球協会 寺内　信☎090-3947-8451

軟式野球連盟 内山寿一☎090-9547-2457

空手道教室 木村清司☎88-3851

ゲートボール連盟 梅田誉四郎☎88-2430

テニスクラブ 谷口茂弘☎88-2418

グラウンド・ゴルフ協会 奥村太門☎88-2177

少年・少女バレーボール協会 勝谷健士☎090-4767-2112

剣志会（剣道） 齋藤直樹☎090-7343-4465

少女ソフトボールクラブ 前田靖寿☎090-4907-6457

女子バレーボール連盟 井戸川真美☎090-8385-5541

サッカー協会 垣内登志樹☎090-9704-2718

ゴルフ協会 橋本　茂☎88-2027

バスケットボール協会 関屋圭彦☎080-6217-9765

ファミリーバドミントンクラブ 今西正直☎090-5664-6162

いざというとき、AEDを
使えますか？

内
容

　
茶
摘
み
体
験
・
茶
香
服

対
象

　
聴
こ
え
に
不
自
由
を
感

じ
て
お
ら
れ
る
方
、
難
聴
者
、

中
途
失
聴
者
、
そ
の
家
族
、
聴

覚
障
害
者
福
祉
関
係
者

日
程

　
５
月
28
日
（
日
）
午
前

11
時
〜
午
後
３
時

場
所

　
21
お
茶
の
ふ
る
さ
と
塾

茶
園
・
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

参
加
費

　
２
，
８
０
０
円

申
込
方
法

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
話

※ 

バ
ス
送
迎
あ
り
。
送
迎
に
つ

い
て
は
申
込
み
先
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

　
５
月
17
日
（
水
）

難
聴
者
・
中
途
失
聴
者
の
た

め
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
教
室

・

府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン

タ
ー
☎
３
０
‐
９
０
０
０
・
℻
  

５
５
‐
７
７
０
８
）

　
加
盟
団
体
の
躍
進
と
府
民
総

体
で
の
健
闘
を
誓
う
た
め
開
催

し
ま
す
。
加
盟
団
体
の
活
動
紹

介
も
行
い
ま
す
の
で
、
ス
ポ
ー

ツ
に
興
味
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

　
５
月
21
日（
日
）11
時
〜

場
所

　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

さ
ざ
ん
か
ホ
ー
ル

体
育
協
会
事
務
局
（
住
民
体

育
館
内
☎
８
８
‐
４
５
６
７
）

平
成
29
年

体
育
協
会
総
合
開
会
式

　
新
学
期
を
迎
え
、
ス
ポ
ー
ツ

を
始
め
た
い
人
、
ど
の
ク
ラ
ブ

に
入
る
か
迷
っ
て
い
る
人
、
ぜ

ひ
体
験
し
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時

　
５
月
21
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
〜

場
所

　
住
民
体
育
館
・
住
民
グ

ラ
ウ
ン
ド
ほ
か
（
雨
天
時
は
屋

外
種
目
中
止
）

体
験
種
目

　
剣
道
・
空
手
道
・

テ
ニ
ス
・
少
年
野
球
・
少
年
少

女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
フ
ァ
ミ

リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
少
年

サ
ッ
カ
ー
・
少
女
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
・
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

町
ス
ポ
ー
ツ
団
体
協
議
会
事

務
局
（
住
民
体
育
館
内
☎
８
８

‐
４
５
６
７
）

　

始
め
る
キ
ッ
カ
ケ
に
！

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
日

少年野球を通じて地
域の子どもたちの親
睦と交流をはかり、
心身をきたえチーム
プレー、連携プレー
を養う指導をしてい
ます。

子どもの頃から野球
をしていた人、社会
人になってから同僚
に誘われるままに
渋々野球を始めた
人。当連盟はそんな
様々な人の集まりで

す。一緒に野球を楽しみませんか。

礼儀を重んじ忍耐
力、集中力など精神
面での強化、体力の
向上をめざし空手道
の精神を一人ひとり
の特徴にあわせ分か
りやすく指導いたし
ます。

頭脳プレーで弱者を
いたわり、５名がひ
とつになるゲート
ボール。若い人にも
受け入れられ、国体
の公開競技にもなり
ました。ぜひ見学に
来てください。

仲間同士で楽しむテ
ニスと、競技として
のテニスのどちらに
も偏らないよう指導
しています。6月と
10月にはテニス教
室も開催予定です。
ご参加ください。

グラウンド・ゴルフ
は「何時でも」「何
処でも」「誰でも」
出来る生涯スポーツ
です。初心者大歓迎。
随時入会受付してい
ます。

宇治田原排球 KID'S
では、週２～３回練
習をしています。１
つのボールをつなぐ
楽しみを体験してみ
ませんか？体験は随
時行っていますので
是非参加下さい。

小学１年生以上の男
女、成人の方も歓迎。
練習の見学も随時Ｏ
Ｋ。剣道を90才に
なっても現役で指導
される先生もおら
れ、一生涯求道のス
ポーツです。

小学1年～ 6年の女
子ソフトチームで
す。昨年は春、夏の
全国大会に出場し、
好成績を収めまし
た。常に全力で、仲
良く楽しく、スポー
ツをしましょう。

町内大会、府民総体
や近隣市町の招待試
合等にも積極的に参
加しています。3チー
ムあります。初心者
の方も大歓迎です。
チームプレーの快感

を一緒に体験してみませんか？高校生不可

ＦＣ鷲峰スポーツ少
年団・社会人チーム
「ＵＦＣ」・シニア
チ ー ム「 オ ヤ ジ ー
ズ」。競技スポーツ、
生涯スポーツとして
サッカーを楽しんで
います。

11月に行われまし
た、府民総体に出場
するなど競技に対
し、会員の関心が高
まっています。今年
も選考会と町民ゴル
フ大会を予定してい

ます。奮ってご参加ください。

当協会のミニバスケット
ボールチームは近年、府
下大会でベスト８に入れ
るようになりました。Ｄ、
Ｅ級コーチが、シュート・
パスなどの基礎を楽しく
丁寧に指導します。在勤・

在住の成人の会員も募集中です。

ファミリーバドミン
トンは小学生からお
年寄りまで幅広く楽
しめ、体力の維持増
進にもつながるス
ポーツです。あなた
も参加してみません
か。
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大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
る

４
月
８
日
（
土
）
宇
治
田
原
町
の
桜
も
見
ご
ろ
を
迎
え
た
こ
ろ
、

さ
く
ら
福
祉
ま
つ
り
が
住
民
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
前

で
盛
大
に
開
催
さ
れ
、５
０
０
人
を
超
え
る
住
民
が
訪
れ
ま
し
た
。

【町の位置】北緯34度51分東経135度51分海抜118メートル（役場）【町の面積】58.16平方キロメートル

くとうてん

　熊本地震から１年が経過し
ました。復興は少しずつ進ん
でいるそうですが、被災地に
は、まだ、地震の爪痕が大き
く残り、倒壊家屋の解体撤去
も終わっておらず、仮設住宅
には多くの避難者が生活され
ています。早期復興のために
被災地はまだまだ支援を必要
とされています。本町と社会
福祉協議会では連携して義援
金を募集しています。どうか
温かいご支援をよろしくお願
いいたします。　　　（Ｈ）

　　　　　▶元気のヒケツ（80歳以上）　「写真」に、「氏名（ふりがな）」、「年齢」、「元気の秘訣（50文字以内）」、「電話番号」を添えて、郵便かＥメール。ご希望があれば、広
報担当者が写真撮影に伺います。▶わが家のアイドル（乳幼児）　写真と、子どもの「氏名（ふりがな）」・「年齢（〇歳〇か月）」、「メッセージ（25字以内）」をお送りください。
■ 投稿先　総務課広報 ☎88－6631　〒610－0289（住所記入不要）　Ｅメール info@town.ujitawara.lg.jp

投稿募集中

わが家のアイドル。ア ドイ

辻
つ じ い

井　ひよりちゃん （5歳）中
なかにし

西　優
ゆ う な

那ちゃん （2歳5ヶ月） 岡
おかもと

本　華
か り ん

凜ちゃん （3歳4ヶ月）

岡
おかもと

本　凜
り お

桜ちゃん （3ヶ月） ひよりのにこにこ笑顔が大好きです
♡たくさん笑って大きくな～れ！

「これからも　元気にすくすく大きく
なってね」 お姉ちゃん、凜桜の事をヨロシク

　
社
会
福
祉
協
議
会
（
＝
塚
本
捷
廣

会
長
）
の
法
人
化
35
周
年
記
念
と
し

て
お
茶
の
京
都
と
連
携
し
、「
第
10

回
地
域
が
元
気
！
さ
く
ら
福
祉
ま
つ

り
」（
第
18
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ

ど
い
）
が
桜
の
木
の
下
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
社
協
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
や
地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
、

福
祉
施
設
が
参
加
し
、
25
団
体
が

ブ
ー
ス
を
構
え
、食
品
販
売
、フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

多
く
の
お
客
さ
ん
を
呼
び
こ
ん
で
い

ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー「
う
じ
た
わ
ら
」

利
用
者
ら
の
演
舞
や
、
Ｎ
Ｙ
Ｂ
ネ
ッ

ト
♪
ふ
れ
あ
い
に
よ
る
〝
ス
リ
ー
Ａ

脳
活
性
化
ゲ
ー
ム
〞、
宇
治
田
原
ク

リ
ス
タ
ル
バ
ン
ド
に
よ
る
演
奏
、
宇

治
田
原
バ
レ
エ
＆
チ
ア
ダ
ン
ス
ス

ク
ー
ル
の
バ
レ
エ
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
横
で
は
、
臨
時
町
長

室
が
開
か
れ
、
町
長
自
ら
お
茶
を
振
る
舞

い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
太
鼓
や
笛
の
根
を
響
か
せ
た

民
生
児
童
委
員
に
よ
る
「
チ
ン
ド
ン
屋
」

が
登
場
す
る
と
会
場
が
一
体
と
な
っ
て
沸

き
立
ち
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

美
化
活
動
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
前
々
日
の
６
日
（
木
）
に
は
環
境
美
化

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
を
は
じ
め

地
域
の
方
に
よ

る
会
場
周
辺
の

清
掃
活
動
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
様

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

↑福祉団体によるブース出店

↑会場周辺をクリーンアップ ↑昔懐かしい「チンドン屋」が会場を練り歩きました

日　時：7月8日土
　　　　開場：午後５時
　　　　開演：午後５時30分
会　場：総合文化センター　さざんかホール
チケット販売：５月24日（水）午前９時～
金　額：1,500円（一般）、
　　　　500円（小学生以上高校生以下）
　　　　当日券は500円増※全席指定

・チケット購入は、一人につき５枚まで
・高齢者学び応援パスポートをお持ちの方、身体障害者手帳・療育手帳をお持ちの方（※第1
種は本人と介助者１名・第２種は本人のみ）は半額

・ＵＰ満点カード３枚と一般チケット２枚交換可。（先着100枚・交換は７月７日（金）迄）
・高齢者学び応援パスポート、身体障害者手帳等による購入及びＵＰ満点カードとの交換は総
合文化センターのみ。

・前売券で満席となった場合の当日券はございません。
・未就学児の入場はご遠慮ください。（当日午後５時から３階和室を保育ルームとして開設し
ます。）

【前売チケット発売所】　総合文化センター・本と文具つかたに・大辻百貨店・山利呉服店

総合文化センター☎８８－５８５１

宇治田原町の新鮮力
今年の新規採用職員です。これからよろしく
お願いします

自分が育ってきたこの宇
治田原町がより良く、そ
して住民の方々にとって
住みやすい町になるよう
に努めていきますので、
よろしくお願いします。

地域に根差した保健師と
なり、住民のみなさまが
心身ともに健康に暮らし
ていけるよう、支援して
いきたいと思いますの
で、よろしくお願い致し
ます。

木村　欣暉
建設環境課

野々村　仁美
健康児童課

Kimura Yoshiki Nonomura　Hitomi

地
域
が
元
気
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り


